
条
第
一
項
」
と
、「
別
記
様
式
第
八
号
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
十
八
号
」
と
、
第
二
十
一
条
第
一
項
及
び

第
四
十
四
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
十
七
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
十
七
条
第
一
項
」
と
、
第
二
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
第
十
七
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五

十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
第
二
項
」
と
、
第
三
十
七
条
第
一
項
中
「
第
十
八
条
第
三
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
八
条
第
三
項
」
と
、
第
三
十
八
条
中
「
第
二
十

一
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
一
条
第
四
項
」
と
、
第
三
十

九
条
中
「
第
二
十
一
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
九
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
準
用
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
九
条
第
三
項
」
と
、
第
四
十
条
中
「
第
二

十
一
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
金
融
商
品
取
引
法
第
四
十
条
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
準
用
金
融
商
品
取
引
法
第
四
十
条
第
二
号
」
と
、
第
四
十
二
条
第
一
項
中
「
第
二
十

二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
二
条
の
二

第
一
項
」
と
、
第
四
十
三
条
中
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
二
十
四
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
十
七
条
第
二
項
第
三
号
中
「
許
可
番
号
（
届

出
特
定
信
託
会
社
に
あ
っ
て
は
、
法
第
六
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
番
号
、
届
出
特
別
金
融

機
関
等
に
あ
っ
て
は
、
令
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
番
号
）」と
あ
る
の
は
「
登
録
番
号
」

と
、
第
四
十
三
条
第
一
項
第
六
号
中
「
第
一
号
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
条
第
六
項
第
一
号
に
掲
げ
る
行

為
に
係
る
事
業
」
と
、「
三
年
」
と
あ
る
の
は
「
二
年
」
と
、
同
項
第
十
一
号
中
「
第
二
条
第
三
項
各
号
」
と
あ

る
の
は
「
第
二
条
第
三
項
第
一
号
又
は
第
二
号
」
と
、
同
項
第
二
十
六
号
ヘ
、
第
四
十
七
条
第
三
項
及
び
第
五

十
四
条
第
三
号
中
「
第
二
十
五
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

五
条
第
一
項
」
と
、
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
十
六
号
ト
中
「
第
二
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
と
、
同
条
第
二
項
第
三
号

イ
中
号
中
「
第
二
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
七
条
」
と
、
第

四
十
四
条
第
一
項
及
び
第
四
十
六
条
第
一
項
中
「
第
二
十
四
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
四
条
第
三
項
」
と
、「
第
二
十
五
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
五
条
第
三
項
」
と
、
第
四
十
五
条
及
び
第
四
十
六
条
第
一
項
中「
第
八
条
第
一
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
八
条
第
一
項
」
と
、
第
四
十
七
条
第
一
項
中
「
第
二
十
五

条
第
一
項
第
七
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
五
条
第
一
項
第
七
号
」

と
、
同
項
第
六
号
中
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二

十
六
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
五
条
第
一
項
第
八
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
五
条
第
一
項
第
八
号
」
と
、
第
四
十
八
条
中
「
第
二
十
六
条
の
二
た
だ
し
書
」
と

あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
六
条
の
二
た
だ
し
書
」
と
、
第
五
十
一
条
第
一

項
及
び
第
二
項
中
「
第
二
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
九
条
」

と
、
同
条
第
一
項
中
「
第
三
号
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
小
規
模
第
二
号
事
業
」
と
、第
五
十
二
条
第
二
項
中「
第

三
十
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
二
項
」
と
、
第
五
十

三
条
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
一
条

の
二
第
一
項
」
と
、
同
条
第
一
項
第
二
号
中
「
許
可
番
号
」
と
あ
る
の
は
「
登
録
番
号
」
と
、
第
五
十
四
条
中

「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
一
条
の
二
第

二
項
」
と
、
第
五
十
五
条
第
一
項
及
び
第
四
項
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
一
条
の
二
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
監
督
に
関
す
る
規
定
の
準
用
等
）

第
七
十
二
条

第
五
十
六
条
、
第
五
十
七
条
第
一
項
及
び
第
五
十
八
条
の
規
定
は
、
小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事

業
者
が
行
う
小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
六
条
第
一

項
及
び
第
二
項
中
「
第
三
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
」と
、

（
新
設
）
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